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ダイカスト製造業における高齢者の継続的雇用推進
のための鋳造現場の作業環境改善及び教育研修制度
の構築に関する調査研究

北勢ダイキャスト工業株式会社
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設 立

資 本 金

従 業 員
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昭和31年８月

1,000万円

71名

非鉄金属製品製造業（ダイカスト）
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　１．ダイカスト品トリミング作業工程の再構築に関する調査研究成果

　２．高齢者が安心して長く働き続けるための教育研修制度の構築に関する調査研究成果

　　(1) 安全のための作業手順書の作成

　　(2) 労働安全衛生体制の見直し・再構築

　　(3) 職能・教育訓練制度の構築

　１．現状調査・分析

　　(1) 高年齢者のための職場改善診断システムの診断結果（抜粋）

　　(2) 高年齢者のための健康管理診断システム（抜粋）

　　(3) 高年齢者のための教育訓練診断システム（抜粋）

　　(4) 作業現場及び作業に関わる周辺箇所のハザードマップによる現状調査・分析

　　(5) 危険源抽出シートによる現状調査・分析

　　(6) 危険源リスク評価シートによる現状調査・分析

　　(7) 過去の社内及び社外データによる現状調査・分析

　２．問題点と改善の指針

　３．改善案の策定

(1) ダイカスト品トリミング作業工程の再構築に関する調査研究

(2) 高齢者が安心して長く働き続けるための教育研修制度の構築に関する調査研究

　４．改善案の試行・効果測定

(1) ダイカスト品トリミング作業工程の再構築に関する調査研究

(2) 高齢者が安心して長く働き続けるための教育研修制度の構築に関する調査研究

　１．本研究における改善内容のまとめ

　２．今後の高齢者雇用の場の創出への期待

　３．労働安全衛生マネジメントシステムの継続的改善の必要性 
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Ⅰ　研究の背景、目的

１．事業の概要

　当社は全国でも数少ない真鍮ダイカスト製

品のメーカーとして1959年の創業以来、長

い年月を経て培われた数々の「技術力」を礎

に、125tから1250tのダイカストマシンを備

え、顧客の様々なニーズに「確実・迅速」に

応えている。

　事業内容は、真鍮・アルミニウム合金・亜

鉛等を材料とするダイカスト製品（電気部品・

電力部品・建築金物・給排水金具・装飾金具・

自動車部品・ガス器具部品等）の製造であり、

製品の種類として、一般アルミ製品、真鍮装

飾、エアーツール金物、アルミ建築金物、真

鍮建築金物等がある。

　また、「電気・電力設備、建築資材、自動車、

ガス器具、仏具」に関連するダイカスト製品

の製造については、①品質不良ゼロ、②顧客

クレームゼロ、③納期遵守の３つを当社の品

質方針として掲げ、これらの実現を目指して

いる。

　今後、ダイカスト業界を包む環境に対する

より一層の変化が予測される中、当社として

「技術革新」や「商品開発」において、確か

な技術と経験を持ち併せた高齢者を含む全社

員が取り組むことができる環境を整備し、「北

勢しかできない」という「北勢ブランド」を

確立していくことが重要であると考える。

２．高齢者雇用状況

　現在の従業員構成は、全77人中60歳以上

が８人で10.4%、55歳以上は19人で24.6%、

45歳以上は31人で40.3%である。

　今後５年間で現在の65歳以上が退職し、退

職した人数を44歳以下で補充することで全体

の人数を維持できるが、現在の55 ～ 64歳が

そのまま引き続き在籍した場合は、5年後に

全77人中60歳以上が19人で20.8%と約2倍に

上昇し、高齢化の進行は避けられない状況で

ある。

　したがって、今後の高齢化の進行に対し、

高齢者の雇用の場を確保するとともに、安全

に働ける場を確保することが重要である。

３．研究の背景、課題

　当社は「より良い製品を、より速く、低コ

ストでお客様のもとへ…」をポリシーに、創

業以来50年、黄銅ダイカスト製品の専門メー

カーとして技術の研鑽とノウハウの蓄積に励

んでいる。特にノウハウの蓄積について、経

験がものをいう弊社ではベテラン社員、とり

わけベテラン高齢者の熟練技術が必要不可欠

である。また昨今の情報化・ハイテク化に伴

う技術革新の波が著しい勢いで押し寄せるな

か、ダイカスト業界においてもその例にもれ

ず常に新たな製品を求められており、ベテラ

ン高齢者のノウハウをいかに活かすかが重要

ポイントの一つであると考える。

　当社では、新素材の研究から自社ブランド

の商品開発をはじめ、近年の軽薄短小化への

取り組みとしてアルミ・亜鉛ダイカスト製品

に着手し、黄銅・アルミ・亜鉛の専用工場を

完備することで多品種少量生産を実現してい

る。さらにISO9001を認証取得し、品質向上

と顧客満足実現を図る一方で、ISO14001を

認証取得し、環境に優しい企業を目指してい

る。実際にこれらの認証取得の際にも、高齢

者のノウハウが活かされた。

　今後、充実した施設・設備と熟練技術者に

より、顧客のニーズに応えられる製品づくり

から、日々の暮らしに役立つ製品まで微力な

がら社会の発展に役立つ企業を目指して努力

していく所存である。

　このような状況の下、当社では５年前から

高齢者の雇用を積極的に推進するため、60歳

定年後、希望者全員65歳まで再雇用する制度

を導入し、平成20年度「高年齢者雇用開発コ

ンテスト」では奨励賞をいただいた。

　現在、当社の55歳以上の高齢者は主にダイ

カストマシンのオペレータやフォークリフト

マンとしての業務に従事している。ベテラン

北勢ダイキャスト工業株式会社
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高齢者の中には、アルミや真鍮（しんちゅう）

を炉の中に溶かした時の色や表面の状態で、

現在の温度がわかり、製造に取りかかってい

いかどうかの判断が瞬時にできる能力を有す

る者もいる。この域に達するように、ベテラ

ン高齢者の知恵と経験を結集して「鋳造作業

手順書」を作成し、若手育成を図っているほ

か、ベテラン高齢者が常に現場を監視し、後

継者を指導している。

　今後もベテラン高齢者には長く働いてその

能力を継続的に発揮してもらいたいと考えて

おり、高齢者でも無理なくできる仕事の創造

を常に検討していきたい。

　特にダイカストマシン周囲に発生する高温

環境については、扇風機・スポットクーラー

等による対策を施すことで、最高齢の70歳

の社員をはじめとしたベテラン高齢者がオペ

レータ業務に従事可能となったが、さらに高

齢者の雇用の機会を増やしていくためには、

身体的負担の大きい手作業が生じる工程につ

いて、負担を軽減・解消して効率的に作業で

きるようにするための改善に取り組んでいく

必要がある。また、作業現場内に存在する労

働災害の危険性を洗い出し、発生リスクを最

小限に抑えていく体系的なシステムとその効

果的な運用のための教育研修制度の構築によ

り、高齢者が長く安心して働き続けることが

できる作業環境づくりが課題である。

４．研究のテーマ・目的

　当社においては５年前に、60歳定年後希望

者全員65歳まで再雇用する制度を導入し、長

年の知恵と経験を備えた高齢者を有為な労働

力として積極的に雇用してきた。

　昨今では、従来の得意先に加えて新たな受

注先も出現し、ベテラン人材の有効活用がま

すます必要となっており、ダイカストマシン

のオペレータやフォークリフトマンの業務に

従事してもらっているが、高齢化社会になっ

ている現実を切に受け止め、職域の拡大を図

るとともに、高齢者が安心して働くことがで

きるよう、体系的な労働安全衛生マネジメン

トシステムとその運用のための教育研修制度

の構築に取り組みたい。

（１）ダイカスト品トリミング作業工程の再

構築

　ダイカストマシンから鋳造後取り出された

ワークは、ランナーと呼ばれる鋳造時のみ必

要で最終製品に不要な部分が付いた状態に

なっている。

　現在、当社ではワークからランナーを取り

除く（トリミング）作業(社内では、ちぎり

作業と呼んでいる)は人がハンマーで叩いて

分離させる方式の手作業により行っている。

１個平均２～３kgのランナーが付いた状態の

ワークを片手に持ち、角度や向きを変えなが

らもう一方の手に持ったハンマーで叩いてい

く作業を、作業者は１日に約８００回行って

おり、かなりの労力がかかり高齢者にとって

は負担が大きすぎるため、専ら若手社員が従

事している状況である。

　トリミング作業支援機器を開発・導入し、

作業者は検査作業などの工程を行うラインと

して構築し直すことで、ワークとランナーの

重さによる身体的重量負担が解消され、高齢

者でも従　事できる職務となり、さらに多く

の高齢者の雇用に門戸を開けるのではないか

と考えている。

　トリミング作業工程の再構築に当たって

は、支援機器を高齢者が操作しやすいものと

することはもちろん、前後工程との接続や段

取り・メンテナンス等の付随する作業も含め

て最も効率的な作業手順となるように研究に

取り組みたい。

（２）高齢者が安心して長く働き続けるため

の教育研修制度の構築

　当社の作業現場においては、フォークリフ

トが構内を行き交う中で、高温のダイカスト

マシンの周囲で作業するなど、労働災害の誘

因となりうる様々なリスク要因が存在してい

る。転倒等の危険等も含め、各人への注意喚

起やその都度気付いた要因への対応は行って

いるが、体系的な労働安全衛生マネジメント

として運用していないため、「慣れ」により

リスク要因を見逃しがちとなり、高齢者が安

心して継続的に働ける体制が構築されている

北勢ダイキャスト工業株式会社
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とは言い難いのが現状である。

　そこで、労働安全衛生マネジメントシステ

ム（OHSAS）の考え方を取り入れた分析に

より、危険箇所・危険作業を抽出し、作業現

場内のハザードマップ作成に取り組み、これ

に基づき新たなリスク要因を自ら見出す仕組

みを構築したい。

　この仕組みの効果的な運用を図るため、過

去にベテラン高齢者の知恵と経験を結集して

作成した「鋳造作業手順書」のような作業手

順書と関連付けた職能・教育訓練を実施して

いくことで、労働安全衛生管理が日常の業務

活動の中で持続的かつ継続的に行われる組織

風土を築いていきたい。

　本研究においては、まず支援機器の開発に

おける効率的な作業手順の検討と、支援機器

導入に関するハザード分析を題材として取り

組み、その手法・成果を全社的に水平展開し、

最終的に教育研修制度として完成させたい。

５．研究体制と活動

　本研究の実施に当たっては、当社内部から

研究者として７人を選定し、また研究内容に

ついて専門的見地からの意見を取り入れられ

るよう外部から研究者を１名委嘱し、計８名

の体制とした。

　具体的なテーマや課題について検討、分析、

効果測定等を行う研究活動を年10回、また研

究活動によって得られた成果の報告と研究の

全体的な事項について研究者全員で意思決定

等を行う研究会を年９回それぞれ実施した。

北勢ダイキャスト工業株式会社
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１．ダイカスト品トリミング作業工程の再

構築に関する調査研究成果

　トリミング作業支援機器導入と安全に配慮

した作業手順やハザード分析を踏まえたレイ

アウトの作業ラインを構築することによっ

て、手作業ではワークとランナーの重さによ

る身体的重量負担が大きいトリミング作業を

支援機器により自動化し、高齢者が作業者と

して不良の検査を行えるようにダイカスト品

トリミング作業工程を再構築した。

　支援機器は、ダイカストマシンからの取り

出し機及び後工程への搬送装置と連動した機

器を導入し、段取りやメンテナンス等による

作業負担を極力抑え、安全に配慮した作業手

順やハザード分析を踏まえたレイアウトの作

業ラインを構築したことにより、高齢者が安

心して働きやすい職場を創出した。

２．高齢者が安心して長く働き続けるため

の教育研修制度の構築に関する調査研究成

果

　高齢者を戦力としたトリミング作業工程に

おける効率的な作業手順を構築することに

よって以下を実現した。

（１）安全のための作業手順書の作成

　支援機器の開発導入により再構築するトリ

ミング作業工程の効率的な作業手順を検討

し、安全のための作業手順書を作成すること

によって、高齢者が安全に働ける職場におけ

る教育研修制度で使用する教育ツールを作成

した。前述したように支援機器導入前の危険

な作業、身体に大きな負担を掛ける作業、暑

さの元での作業並びに危険を伴う作業は、支

援機器導入により改善された。したがってこ

れまでは暑さや危険のために、加齢のため体

力が低下し、いざというときの瞬発力、身体

のバランス維持に懸念があった高齢者を配置

しづらかった検査作業に配置できるように

なった。それでもなお高齢者が安心して長く

働き続けるための教育研修は必要不可欠であ

り、安全のための作業手順書に限らず教育

ツールの追加作成が今後も必要である。

　なお作業手順のうち品質や生産性といった

顧客との取引に関わる部分については、同社

の顧客との守秘義務や同社自体の企業機密で

あるので、本研究のテーマである労働安全に

ついての部分に特化した。

（２）労働安全衛生体制の見直し・再構築

　労働安全衛生体制の見直し・再構築として、

作業現場のハザードマップを作成し、高温の

ダイカストマシン及び支援機器等で高齢者に

災害が起こらない労働安全衛生体制を見直

し、再構築したことにより、高齢者が安心し

て長く働き続けるための教育研修制度の基盤

となるマネジメントシステムが構築できた。

（３）職能・教育訓練制度の構築

　上記（１）で作成した作業手順書のほか、

過去に作成した各業務にかかる作業手順書と

上記②で再構築した労働安全衛生体制を関連

付けた研修カリキュラムを検討し、作成し

た。特に中途採用の高齢者の理解を高める職

能・教育訓練として位置付け、実施し、業務

遂行の確実化を図った。しかしながらさまざ

まな高齢者が従事することが予想され、人に

よって説明の受け止め方が異なってはいけな

いので、確実に重要ポイントとが伝わるよう

に今後も職能教育訓練制度の見直しが必要で

ある。

Ⅱ　研究成果の概要

北勢ダイキャスト工業株式会社
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Ⅲ　研究の内容と結果

１．現状調査・分析

　全従業員に対しアンケート（職場改善診

断チェックリスト、健康管理診断システム

チェックリスト、教育訓練診断システム

チェックリスト）、ヒアリング（身体上の負担：

姿勢、動作、照明、暑さ・寒さ、ほこり、安

全、勤務時間等について)及び職場の代表者

の個別面談による職務調査・分析を実施する。

特に鋳造現場での心身や安全・長時間勤務に

対する負担の解消を図り、作業手順書作成の

ための基礎資料とする。

（１）高年齢者のための職場改善診断システ

ムの診断結果（抜粋）

〔診断１： 高年齢者雇用姿勢について〕

問題点：トリミング作業は、身体的負担が

大きく、厳しい作業環境で実施しなければ

ならず、高齢者にとっては負担が大きすぎ

るため、専ら若手社員が従事している状況

である。高齢者も作業に就けるよう改善に

着手する必要がある。

○改善の必要性を判断した分析内容：

　通常の勤務形態で雇用延長・再雇用制度

を導入しているが、高年齢者が定着しない

ようである。仕事の改善か勤務形態を短く

するなどの工夫が必要である。

〔診断３： 作業環境について〕

問題点：ダイカストマシン周囲に発生する

高温環境で作業するレイアウトである。ま

たダイカストマシンの近くで１個平均２～

３kgのランナーが付いた状態のワークを片

手に持ち、角度や向きを変えながらもう一

方の手に持ったハンマーで叩いていく作業

を、作業者は１日に約800回行っており、

かなりの労力がかかり高齢者にとっては負

担が大きすぎるため、専ら若手社員が従事

している状況である。

○改善の必要性を判断した分析内容：

　職場の中で騒音がかなりひどい場所があ

るようである。騒音を低くする環境改善を

行い、高年齢者が働きやすくなる職場作り

の検討を。

　作業環境の照明色彩はある程度整備され

ているが、温度やレイアウト等に問題があ

るようである。高年齢者が快適に働ける工

夫を勧める。

〔診断４： 現場関係の作業条件について〕

　問題点：（診断３と同じ）

○改善の必要性を判断した分析内容：

　重量物の取り扱い頻度が多いようであ

る。高年齢者にはできるだけ負担を掛けな

いよう、コンベアやホイストの動力を活用

するなど、一層の改善の検討を。

目の疲れも含めて、全身の疲労度の負担が

非常に大きく、作業の仕方に大きな問題が

あるようである。機械力や道具の使用によ

り、身体的エネルギーを使わなくて済むよ

うな工夫を勧める。

（２）高年齢者のための健康管理診断システ

ム（抜粋）

〔診断１： 健康診断と事後処置について〕

問題点：高年齢者に配慮した健診に関する

評価が相対的に低い。特色あるデータ管理

が相対的に低い。

〔診断２： 健康管理体制について〕

問題点：衛生委員会に関する評価が相対的

に低い。また、衛生年間計画に関しても相

対的に低い。 

〔診断３：健康教育、疲労対策について〕

問題点：健康教育体制及び健康教育の評価

が相対的に低い。疲労・過重労働対策につ

いて、健康教育体制及び健康教育と比べる

と高いが、数値としては低い。

○改善の必要性を判断した分析内容：

　過重労働による健康障害の対策には、死

の四重奏（肥満、高血圧、高脂血症、糖尿

病）や月100時間以上残業等のハイリスク

者へ保健指導や産業医等の面談を行うこと

が求められている。また、各個人において

も疲労を自覚し対策を講じられるよう、教

育を行うことが重要である。疲労教育が行
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われているようであるが、その他が未実施

のようである。過重労働対策には必要な事

項なので体制整備を。

〔診断５：その他重要な産業保健活動につい

て〕

問題点：作業環境管理と作業管理の評価は

標準以上であるが、労働安全衛生マネジメ

ントシステムに比べると相対的に低い。

○改善の必要性を判断した分析内容：

１.安全衛生マネジメントシステム

　事業場における安全衛生水準を維持・向

上させ、また労働者の健康増進ならびに快

適な職場環境の形成を図るためには、事業

者が労働者の協力の下に一連の過程を定め

て継続的かつ自主的な安全衛生活動を行っ

ていく労働安全衛生マネジメントシステム

を構築する必要がある。事業者による安全

衛生方針の表明や、職場に存在するリスク

の洗い出しとその評価、年間計画に基づく

活動と結果評価にもとづく活動改善、など

がその主なプロセスになる。

　安全衛生マネジメントシステムの主要な

要素が導入され、高年齢労働者にとっても

快適で働きやすい職場環境作りが行われて

いる。今後もより良い職場環境を作る努力

の継続を。

２.作業環境管理

作業場には労働者の健康にとって好ましく

ない有害な作業環境因子がある。作業環境

管理は、作業が行われる場を対象として労

働者の健康への影響が懸念される有害因子

を管理し、安全な作業環境を保持するため

のものである。

　作業環境測定は確実に実行されている

し、結果に基づいて必要な作業環境改善措

置を講じる努力が払われている。しかし、

快適な職場環境作りのためには、収集され

た情報を健康管理データに結びつけるため

に産業医の測定結果の評価が必要と思われ

る。作業環境管理は、環境情報の収集、収

集情報の評価、評価結果にもとづく改善措

置がなされて完全なものとなるので、検討

を。

（３）高年齢者のための教育訓練診断システ

ム（抜粋）

問題点：「高年齢者教育訓練評価」(総合評

価：５段階評価)は“２”で、やや低い評

価となっている。

【高年齢者の教育訓練に関する総合コメント】

　まず、高年齢者教育訓練の現状を総合的に

判定した「高年齢者教育訓練評価」を見てみ

ると、評価点は“２”で、やや低いになって

いる。今後は高年齢者の雇用や教育訓練に関

して、全般的に見直すとともに、要改善点を

計画的に改善することなどが求められる。

　より詳しく見るためには、高年齢者総合評

価を形成している「教育訓練必要度」と「教

育訓練実績」の二つの指標を見る必要がある。

前者の必要度は、評価“４”で、評価がやや

高くなっている。また、後者の実績は、評価

“３”で、評価が平均的になっているのが特

徴である。

　したがって高年齢者教育訓練の実績は平均

的だが、必要性がこれを上回っていて、課題

を残している。今後は、高年齢者教育訓練施

策の充実を積極的に進めるなどして実績分野

の評価を高めるようにし、少なくとも必要度

と同じレベルにまで、できれば必要度を上回

るレベルにまで高めるような対応が求められ

る。

　次に、全般的な教育訓練についての包括的

な評価・診断であるが、これは、教育訓練の

本来の姿として、前掲の高年齢者教育訓練と

全社共通の教育訓練とを有機的・整合的に実

施する事を重視したもので、「高年齢者教育

訓練評価」と「一般的教育訓練体制評価」の

二つの評価を土台にして、教育訓練の現状を

最終的に評価・診断することを目指している。

 　「高年齢者教育訓練評価」については既に

見たので、「一般的教育体制評価」について

見てみると、評価は“３”になっている。こ

の結果、最終的な ｢教育訓練全社評価｣ は“３”

で、平均的な評価になっている。

　したがって、一般的教育訓練の面はまずま

ずだが、これに比較して高年齢者教育訓練の

面での評価が低く、バランスを欠いているこ
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とが問題である。高年齢者教育訓練の改善が

優先課題とされるが、一般的教育訓練におい

ても一層の改善を進め、全般的なレベルアッ

プへと向かうことが望まれる。

〔分野別診断３：高年齢者への教育訓練方法

について〕

　「高年齢者への教育訓練方法」に関する評

価は"2.5"になっており中間的な評価、「高年

齢者への配慮」に関する評価は" ３"になっ

ておりほぼ中間的な評価、「OJTの実施状況」

に関する評価は" ２"になっており、やや低い

評価である。

○改善の必要性を判断した分析内容：

　「高年齢者への教育訓練方法」評価を見て

みると、評価は" ３"になっており、平均的な

評価になっている。高年齢者の特性を考慮し

たうえで、体系的・効率的なOJTを実施する

ことで、高年齢者の教育訓練はかなりの効果

をあげることができる。今後は高年齢者の特

性にふさわしい教育方法について、外部研修

機関や専門家などの意見、他社の事例などを

取り入れていくことが期待される。

☆効果的なＯＪＴ実施のための施策

①社員（部下）育成のための面接指導を実

施する

②新入社員には専任の指導員を配置し、定

員外扱いとする

③QCや小集団活動をOJTの場として活用

する

④管理者の人事考課の際に部下育成の実績

を評価する

⑤部下・後輩育成技法の教育を定期的に実

施する

⑥管理者に部下育成計画書を作成させる

⑦業務日誌などを教育の手段として活用す

る

⑧仕事のマニュアル作成を、業務担当者に

もやらせる

⑨部下の仕事の指導マニュアルを管理職・

監督職に配布周知させている

⑩職場を共同討議の場とするような風土を

作る

北勢ダイキャスト工業株式会社



211

図表１－２　ハザードマップにおける危険源箇所・・・・○数字参照

※○付き数字の箇所ごとに対策案等を整理（図表２参照）

図表１－１　ハザードマップ対象箇所…赤の囲み内

（４）作業現場及び作業に関わる周辺箇所の

ハザードマップによる現状調査・分析

　作業現場のハザードマップを作成し、高温

のダイカストマシン及び支援機器等で高齢者

北勢ダイキャスト工業株式会社

に災害が起こらない労働安全衛生体制を見直

し、再構築する。

　危険箇所の把握…以下の赤の囲み内の危険

箇所を写真に撮って改善を検討する。
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（５）危険源抽出シートによる現状調査・分

析

　危険箇所の中でも工程に関わる箇所を次の

段階として、危険源抽出シート及び危険源リ

スク評価シートにて分析する。

　※抽出時の留意点

　労働安全衛生側面を抽出する際には次の視

点を単独、あるいは組み合わせて危険源を「危

険源抽出シート」（図表３）にて抽出する。

①リスクアセスメント及び必要な管理策の

実施に適用すべき法規制及び参考となる法

規並びにその他の要求事項（例：業界自主

基準、顧客からの労働安全衛生に関する要

求、地域との協定等）

②定常活動(就業時間内)及び非定常活動(就

業時間外)

③既存の労働安全衛生管理手法及び手順

④職場に出入りする全ての人の活動(協力

会社及び来訪者を含む)

⑤当社の管理下にある作業に関連する活動

によって職場近辺に生じる危険源

⑥当社又は他者から提供されている、職場

のインフラストラクチャー、設備及び原材

料

⑦一時的変更を含む、OH&S（労働安全・

衛生）マネジメントシステムに対する修正、

並びにその修正の適用、プロセス及び活動

に対する影響

⑧人間の能力への適応を含む作業領域、プ

ロセス、施設、機械設備／機器、操作手順

及び勤務・作業体制の設計

⑨当社における過去の事故例、他社も含め

た事故例及び製造実績に基づくKYK事例

に関する定常時、非定常時からの検討（危

険予知トレーニング）。

・定常時：就業時間内で作業している状態。

・非定常時：就業時間外で作業していない

状態

3

3

図表３　危険源抽出シート(抜粋)
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（６）危険源リスク評価シートによる現状調

査・分析

＜評価方法＞

　評価は「危険源リスク評価シート」（図表４）

にて行い、労働安全衛生に関わる危険源を特

定する。その際「事故の型」「事故の重大性」、

その「発生確率」及び「発見・検出の可能性」

について評価する。また、評価は下表の評価

ポイントを用いて評価する。

なお、本年報に掲載した「危険源リスク評価

シート」の“当社作業フローにおける危険源

の内容確認と分析”欄における“危険源”及

び“統計上のリスク評価”は、現状の当社の

処置に問題があるという意味ではない。

　現に問題となる労働災害は発生していな

い。

　本研究は特定の企業に止まらず、幅広く波

及効果をもたらすことが趣旨であるので、今

回の「危険源リスク評価シート」では敢えて

危険源に潜むリスクを分かりやすくするため

に、評価点を拡大して“一般論としてこれだ

け高い”と捉えて評価したものである。

4

北勢ダイキャスト工業株式会社
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（７）過去の社内及び社外データによる現状

調査・分析

a.業種区分

■ダイカスト製造業…対象工程＝鋳造工程

b.主な製品又はサービス

■ダイカスト製造…住宅金物(ドアノブ、

ドアクローザー用部品)、ガス部品(メーター

の外側の部品関係)、自動車部品(エンジン、

トランスミッション用部品)、家電・工業

用モーターの外側の部品

c.勤務形態及び勤務時間等

常昼勤務…８:00 ～ 17:20　

昼食時間12:00 ～ 13:00

d.その他関連データ

ダイカストマシン16号機では、ガス部品

(メーターの外側の部品関係)、 家電・工業

用モーターの外側の部品を製造する。

e.既に取得している基準認証等

ISO9001、ISO14001

f.事業所の主な危険源…作業者へのヒアリ

ング調査による

①危険要因

■機械等による危険性…現在…ダイカスト

マシン、支援機器導入後は、トリミング機

器及び取り出しロボットが加わる。

■爆発性の物、発火性の物、引火性の物、

腐食性の物等による危険性(「引火性の物」

には可燃性のガス、粉塵等が含まれ、「等」

には酸化性の物、硫酸等が含まれる)…炉

の爆発、炉用の燃料のガス(LPG)

■電気、熱その他のエネルギーによる危険

性(その他のエネルギー )…現在は、制御板

用電力、支援機器導入後は、トリミング

機器及び取り出しロボット用電力、コンプ

レッサー用電力(離型剤塗布、エアブロー

にコンプレッサーからのエアー圧を使用す

る。)、シリンダー駆動させるための油圧

をACC(窒素ガス)をシーケンサーを電力で

動かし、ACC(窒素ガス)のバルブを開閉さ

せることによって油圧を調整する。

■電力に関わる断線による発火…水をかけ

られないので砂をかけて消化する。

■モーターが焼けることによる発火…水を

かけられないので砂をかけて消化する。

　その他、ACC漏れ、油圧用油の漏れが考

えられる。

■作業方法から生ずる危険性

＊現在は、

・火傷

・トリミング作業における製品での切り傷

・金型の落下による負傷

・挟まれ・巻き込まれ…シリンダー駆動部

分、製品搬送用コンベア

・暑さによる熱中症

・暑さ及び繰り返し作業による身体の疲労

・材料のアルミインゴットや製品を落下さ

せてしまうことによる負傷

・湯のあふれ出しによる火傷

・水蒸気爆発により火傷

・機械に接触してケガする　ほか　　

＊支援機器導入後は、安全柵不備や不安全

行動があると、トリミング機器及び取り出

しロボットとの激突・接触が考えられるの

で対策が必要。

■作業場所の危険

転倒、土砂の崩壊、足を滑らす、つまずく

■作業行動…不安全行動による接触、火傷、

挟まれ等

■その他の危険性…フォークリフトとの接

触事故

②有害要因

■原材料、ガス、蒸気、粉塵等による有害

性(化学的有害要因)

■粉塵が目に入る、吸い込む

■暑熱(熱中症)・寒冷

■騒音
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■振動

■適用される法令等

労働安全衛生規則、労働基準法

※過去の労働災害の発生状況(直近の３年)…

労災申請には至っていない。

 

２．問題点と改善の指針

図表5　問題点と改善の指針
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３．改善案の策定

（１）ダイカスト品トリミング作業工程の再

構築に関する調査研究

　手作業ではワークとランナーの重さによる

身体的重量負担が大きいトリミング作業を支

援機器により自動化し、作業者は不良の検査

を行うように工程を改善する。

　支援機器は、ダイカストマシンからの取り

出し機及び後工程への搬送装置と連動した機

器を想定し、トリミング作業支援機器導入と

安全に配慮した作業手順やハザード分析を踏

まえたレイアウトの作業ラインを構築した。 

(図表10、図表11、図表12) 

北勢ダイキャスト工業株式会社

高齢者作業現場改善

溶
解
炉

保持路

可
動
型

固
定
型

ACC
速度

油
圧
ポ
ン
プ

完成品
置き場

ショット機

平面研磨機

作業台

16号機現状ライン（2010年8月現在 ）

取り出し機

操作盤

離型剤
圧層装置

・高齢者作業改善について

厳しい作業環境…若手中心

高齢者作業現場改善

鋳造350t×2個取 トリム バリ取り ペーパー ショット 検査

〈現状ライン〉

１工程 ２工程 ３工程 ４工程 ５工程 ６工程

問題点

高齢者が作業に従事出来ない。

・製品が重い為、1日の作業は体に非常に負担がかかる

・製品が高温のため素早い処置が求められる。

・作業工程が多いため標準作業をたくさん覚えなくてはいけない

なぜ→

自動 手動 手動 手動 手動手動

・労働安全衛生面での検討が不十分である

図表６－２　高齢者作業現場（改善前）②

図表６－１　高齢者作業現場（改善前）①
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高齢者作業現場改善

溶
解
炉

保持路

可
動
型

固
定
型

ACC
速度

油
圧
ポ
ン
プ

完成品
置き場

ショット機

平面研磨機

作業台

16号機改善予想ライン

操作盤

離型剤
圧層装置

自
動
プ
レ
ス

取り出しロボット

作業環境改善…高齢者中心

高齢者作業現場改善

鋳造350t×2個取 トリム バリ取り ペーパー ショット 検査

〈改善ライン〉

１工程 ２工程 ３工程 ４工程 ５工程 ６工程

改善点

自動プレスによる重作業改善による高齢者の作業工程内配置

・トリムを自動プレスで行うため高年齢作業者の負担軽減となる

・トリムを自動にすることにより高齢者が熱い製品をさわらなくて良くなる
これにより余裕を持って仕事をこなせるようになる。

・自動でトリムすることにより高齢者が覚えなくてはいけない標準作業が
少なくなる。

なぜ→

負担軽減

自動 手動 手動 手動 手動自動

・高齢者が安心して働くことができるよう、体系的な労働安全衛生マネジメ
ントシステムとその運用のための教育研修制度の構築。

図表６－４　高齢者作業現場（改善後）②

図表６－３　高齢者作業現場（改善後）①

※予想ラインとは、教育完了後高齢者を配置した時の予想を意味する。
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（２）高齢者が安心して長く働き続けるため

の教育研修制度の構築に関する調査研究

①安全のための作業手順書の作成

支援機器の開発導入により再構築する高齢

者を戦力としたトリミング作業工程の効率

的な作業手順を検討し、安全な作業手順書

を作成した。

■安全のための作業手順書案

図表７　安全のための作業手順書案
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②労働安全衛生体制の見直し・再構築

　作業現場のハザードマップを作成し、高

温のダイカストマシン及び支援機器等で高

齢者に災害が起こらない労働安全衛生体制

を見直し、再構築した。

　具体的に、ハザードマップ及びそれに関

わる安全指導カード（図表８）並びに労働

安全衛生マニュアルを作成した。

図表８　安全指導カード
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北勢ダイキャスト工業株式会社

図表９　安全指導カードの分類

■その１…労働安全衛生体制を関連付けた研修カリキュラム

○印は実施するタイミング

③職能・教育訓練制度の構築

　職能・教育訓練制度の構築として、上記

①で作成した作業手順書のほか、過去に作

成した各業務にかかる作業手順書と上記②

で再構築した労働安全衛生体制を関連付け

た研修カリキュラムを検討し、作成した。

特に中途採用の高齢者の理解を高める職

能・教育訓練として位置付け実施し、業務

遂行の確実化を図った。
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図表10　労働安全衛生体制を関連付けた研修カリキュラム

参考資料：“東京労働局「安全衛生教育の内容」「別図　安全衛生教育の体系」”

※公的に認定された免許試験・技能講習が必要

※労働災害防止業務従事者に対する能力向上教育および危険・有害業務従事者に対する安全衛生

教育について

   事業場における安全衛生水準の向上を図るため、

①安全衛生管理体制の中心的な立場にある安全管理者・衛生管理者等の労働災害防止業務従事者

に対しては、労働安全衛生法第19条の２に基づき、「労働災害の防止のための業務に従事する者

に対する能力向上教育に関する指針」(平成元年5月22日能力向上教育指針第1号ほか)が、

②危険・有害な業務に現に就いている作業者に対しては、同法第60条の２に基づき、「危険又は

有害な業務に現に就いている者に対する安全衛生教育に関する指針」(平成元年５月22日安全衛生

教育指針第１号ほか)が、それぞれ公表されている。
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6

7
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か
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66

66

 

■その２…労働安全衛生法に関わる遵守チェックリスト
評価欄の記入要領：○…遵守できている、×遵守できていない。

図表11　労働安全衛生法に関わる遵守チェックリスト
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４．改善案の試行・効果測定

（１）ダイカスト品トリミング作業工程の再

構築に関する調査研究

　手作業ではワークとランナーの重さによる

身体的重量負担が大きいトリミング作業を支

援機器により自動化し、作業者は不良の検査

を行うように工程を改善した。

　支援機器はダイカストマシンからの取り出

し機及び後工程への搬送装置と連動した機器

を導入し、段取りやメンテナンス等による作

業負担を極力抑え、安全に配慮した作業手順

やハザード分析を踏まえたレイアウトの作業

ラインを構築した。再構築した作業ラインの

効果測定を実施し、高齢者の意見を集約する

など研究全体の効果を図表12のとおり確認し

た。

　これにより、支援機器導入前の危険な作業、

身体に大きな負担を掛ける作業、暑さの元で

の作業並びに危険を伴う作業は改善された。 
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図表12　支援機器による改善結果(抜粋)

（２）高齢者が安心して長く働き続けるため

の教育研修制度の構築に関する調査研究

①安全のための作業手順書の作成

　安全な作業に欠かせない「安全のための

作業手順書」を作成したことにより、これ

までは暑さや危険のために、加齢のため体

力が低下し、いざというときの瞬発力、身

体のバランス維持に懸念があった高齢者を

配置しづらかった検査作業に配置できる

ようになった。さらに安全な作業手順書に

よって、高齢者を配置するための教育ツー

ルができた。

②労働安全衛生体制の見直し・再構築

　労働安全衛生体制の見直し・再構築とし

て、作業現場のハザードマップを作成し、

高温のダイカストマシン及び支援機器等で

高齢者に災害が起こらないよう労働安全衛

生体制を見直し、再構築した。また、労働

安全衛生マニュアルを作成したことに関わ

る改善効果測定を行った。

　支援機器の導入に加えて、前述の「安全

のための作業手順書」にハザードマップ及

び安全指導カードを引用することにより、

瞬発力や身体のバランス維持に対する懸念

のため、これまで配置しづらかった検査作

業に高齢者を配置できるようになった。

　それまでは組織全体としての労働安全衛

生マネジメントシステムがなかったが、本

研究により、組織として労働安全衛生マネ

ジメントを推進できるツールができた。

③職能・教育訓練制度の構築

　職能・教育訓練制度の構築として、上記

①で作成した作業手順書のほか、過去に作

成した各業務にかかる作業手順書と上記②

で再構築した労働安全衛生体制を関連付け

た研修カリキュラムを検討し、作成した。

特に中途採用の高齢者の理解を高める職

能・教育訓練として位置付けた形で実施し、

業務遂行の確実化が図られた。

　それまでは個々には実施していたが、本

研究により、組織として体系的な職能・教

育訓練制度を推進できるツールができた。
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Ⅳ　まとめ

１．本研究における改善内容のまとめ

　今後の高齢者雇用の場の創出への期待とい

う視点で検証した。

＜改善前＞

　改善前の作業方法では、作業中の暑さ対策

(アルミダイカストは680℃、真鍮のダイカス

トは950℃ )、危険(やけどの危険、金属によ

る切断事故等)回避の体制が必要だった。

また体系的な労働安全の仕組みがなかった。

＜改善後＞

①手作業ではワークとランナーの重さによ

る身体的重量負担が大きいトリミング作業

を支援機器により自動化し、作業者は不良

の検査を行うように工程を改善した。

②支援機器は、ダイカストマシンからの取

り出し機及び後工程への搬送装置と連動し

た機器を想定し、段取りやメンテナンス等

による作業負担を極力抑える効率的な作業

手順やハザード分析を踏まえたレイアウト

の作業ラインを構築した。

③高齢者を戦力としたトリミング作業工程

における効率的な作業手順を構築した。

④労働安全衛生体制の見直し・再構築をした。

３．労働安全衛生マネジメントシステムの継続

的改善の必要性

　取り扱う製品規格、顧客からの要求事項、従

業員、設備の状況、効率化のための作業方法

やレイアウト変更、法改正等、製造業において

は今後変化することが十分予想される。本研究

においては、最終結果としての成果物ではなく、

今後運用しながら改善するための考え方とそれ

⑤職能・教育訓練制度を構築した。

　支援機器によって身体的負担が大きく危険

が伴う手作業が支援機器によって行われるよ

うになり、それまでは専ら若手社員を従事さ

せていた作業場において、高齢者が不良の検

査を担当できるように工程を改善できた。ま

た安全のための作業手順書、作業現場のハ

ザードマップ及びそれに関わる安全指導カー

ド並びに職能・教育訓練制度、さらにはそれ

らを体系的に管理する労働安全衛生マネジメ

ントシステムも構築できた。これら成果物に

対する労働者の意見の集約を行い全体的な効

果測定を実施した結果、本研究計画で予定し

た成果が得られたことが最終研究会にて検証

できた。

２．今後の高齢者雇用の場の創出への期待

　本研究開始前の従業員構成では、60歳以上

が男女合わせて８人いたが、この８人につい

ては、これまで１人として今回改善の対象と

した職場に配置することができなかった。

　本研究における改善の結果、検査業務に問

題なければ８人とも今回改善の対象とした職

場で雇用できる前提条件が整った（図表13）。

を可視化した成果物と捉え、不足部分・不完全

な部分を補完・増強しながら労働安全衛生マネ

ジメントシステム(労働安全衛生マニュアル、労

働安全衛生法に関わる遵守チェックリスト、研

修カリキュラム、労働安全衛生マニュアル、安

全指導カード、安全のための作業手順書、他)

を改善・発展していくことが重要である。

 

図表13　改善前と改善後における高齢者雇用可能人数の比較(60歳以上)

北勢ダイキャスト工業株式会社
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